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11-3.図書館 

（1）施設の概要 

図書館は，図書館法に基づいて市民の学習

及び多様な文化活動に資するため，資料の閲

覧，貸出，レファレンスサービスのほか，お

はなし会・講座・講演会の開催，学習・研究

の場の提供など，児童，学生から一般，高齢

者まで，あらゆる市民に対して各種の図書館

サービスを提供している施設です。 

中央図書館と 10 の分館があり，文化会館

たづくり内にある中央図書館は，調布駅の近

くに立地しています。 

分館は，3つの原則（人口 2 万人に 1 館，半径 800ｍ圏内に 1 館，2 つの小学校区

に 1 館）に基づいて設置しており，その他，蔵書保管のための資料保存庫を設置し

ています。 

【図表 3-Ⅱ-240】 施設配置図 

図書館佐須分館
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各施設の蔵書能力及び諸室別施設規模は【図表 3-Ⅱ-242】のとおりです。蔵書能

力は市内全施設及び資料保存庫の合計で約 102 万 7,000 冊であり，中央図書館には

40 万冊，各分館にはそれぞれ 3万～5万冊規模で配架しています。 

集会室を有する 5 つの分館では，学習，会議など，住民の活動拠点として集会室

の貸出しを行っています。 

一般室 子ども室 集会室
成人用
座席

児童用
座席

おはなし
室

中央図書館
開架　150,000冊
閉架　250,000冊

1,350 ㎡ 140 ㎡ - 72 席 28 席 35 ㎡

図書館国領分館 37,000 冊 175 ㎡ 91 ㎡ - 18 席 9 席 20 ㎡

図書館調和分館 38,000 冊 131 ㎡ 43 ㎡ - 12 席 12 席 11 ㎡

図書館深大寺分館 50,000 冊 195 ㎡ 61 ㎡ 36 ㎡ 28 席 6 席 20 ㎡

図書館神代分館 33,000 冊 140 ㎡ 68 ㎡ 34 ㎡ 26 席 17 席 25 ㎡

図書館宮の下分館 31,000 冊 130 ㎡ 56 ㎡ 19 ㎡ 12 席 12 席 18 ㎡

図書館緑ヶ丘分館 33,000 冊 120 ㎡ 64 ㎡ - 12 席 12 席 20 ㎡

図書館富士見分館 33,000 冊 140 ㎡ 88 ㎡ 25 ㎡ 12 席 17 席 -

図書館若葉分館 44,000 冊 173 ㎡ 123 ㎡ 51 ㎡ 16 席 24 席 32 ㎡

図書館染地分館 40,000 冊 153 ㎡ 105 ㎡ - 12 席 16 席 -

図書館佐須分館
開架　38,000冊
閉架　50,000冊

245 ㎡ 80 ㎡ - 24 席 8 席 25 ㎡

図書館資料保存庫 200,000 冊 電動式書架室260㎡，固定式書架室200㎡

諸室別施設規模
蔵書能力
（冊）

施設名称

施設名称 町丁目
広域的地域
（4区分）

基礎的地域
（10区分）

生活地区
（20区分）

開館時間（通常） 定期休館日(通常）

中央図書館 小島町2丁目 南部地域 第８ 富士見台小
平日・土曜・日曜・祝日
9：00～20：30

毎月第4月曜及び翌日
年末年始

図書館国領分館 国領町3丁目 南部地域 第７ 国領小

図書館調和分館 西つつじヶ丘4丁目 東部地域 第２ 調和小

図書館深大寺分館 深大寺北町5丁目 北部地域 第５ 北ノ台小

図書館神代分館 西つつじヶ丘1丁目 東部地域 第３ 上ノ原小

図書館宮の下分館 上石原3丁目 西部地域 第９ 第三小

図書館緑ヶ丘分館 緑ヶ丘2丁目 東部地域 第１ 緑ヶ丘小

図書館富士見分館 富士見町2丁目 西部地域 第１０ 石原小

図書館若葉分館 若葉町3丁目 東部地域 第２ 若葉小

図書館染地分館 染地3丁目 南部地域 第７ 杉森小

図書館佐須分館 佐須町4丁目 北部地域 第４ 柏野小

図書館資料保存庫 上石原2丁目 西部地域 第９ 第三小 - -

月曜を除く平日・土曜・日
曜・祝日　9：00～17：00
（4月～9月の水曜・金曜は
18：00まで）

毎週月曜及び毎月第4月
曜の翌日・年末年始

【図表 3-Ⅱ-241】 施設配置等に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-242】 各施設の蔵書能力及び諸室別施設規模 

【図表 3-Ⅱ-243】 集会室の定員及び利用可能時間帯 

出典：「平成 24 年度版 数字で見る図書館活動」（平成 25 年 3月 31 日時点）調布市立図書館 

深大寺分館

集会室

午前 午後 夜間

9：00～
12：00

13：00～
17：00

18：00～
21：00

図書館深大寺分館 20 ○ ○ ○

図書館神代分館 30 ○ ○

図書館宮の下分館 8 ○ ○ ○

図書館富士見分館 8 ○ ○ ○

図書館若葉分館 15 ○ ○

施設名称 定員
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（2）土地の状況 

12 施設のうち，緑ヶ丘分館と染地分館，図書館資料保存庫を除く 9 施設が市有地

に立地しています。緑ヶ丘分館と染地分館は，東京都が保有する敷地の一部を行政

財産使用許可によって使用しています。図書館資料保存庫は，中央自動車道の高架

下の敷地を使用しています。 

（3）施設・建物の状況 

1） 施設量及び施設形態 

図書館の総延床面積は，全体で 8,880 ㎡，うち中央図書館が約 4,370 ㎡，分館は 1

施設当たり平均 403 ㎡となっております。建物は，染地分館のみ東京都が保有する

建物の一部を使用しており，それ以外の図書館の建物は全て市が保有しています。 

12 施設のうち 8施設が他の公共施設と複合しており，文化会館たづくり，保育園，

地域福祉センター，児童館・学童クラブ，ふれあいの家，小学校と複合しています。 

調和分館は，調和小学校 PFI 事業（学校の統廃合に際して地域の生涯学習拠点と

しての公共機能等を集約）において，小学校と複合した地域開放施設として整備さ

れています。 

施設名称 敷地の保有形態
敷地

面積（㎡）
市有地
面積（㎡）

市有地の
割合（％）

【参考】主な用途地域
（　）内は建ぺい率，容積率

中央図書館
市の他施設の敷地
(文化会館たづくり)

- - - 近隣商業地域 (80％，300％)

図書館国領分館
市の他施設の敷地
(第五保育園)

- - - 第一種中高層住居専用地域 (60％，150％)

図書館調和分館
市の他施設の敷地
(調和小学校)

- - - 第一種中高層住居専用地域 (60％，200％)

図書館深大寺分館 全て市有地 1,506.40 1,506.40 100.0% 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

図書館神代分館
市の他施設の敷地
(神代保育園)

- - - 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

図書館宮の下分館
市の他施設の敷地
(宮の下保育園)

- - - 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

図書館緑ヶ丘分館 行政財産使用許可 800.36 - - 第一種中高層住居専用地域 (60％，200％)

図書館富士見分館
市の他施設の敷地
(富士見保育園)

- - - 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

図書館若葉分館 全て市有地 728.32 728.32 100.0% 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

図書館染地分館 行政財産使用許可 市有地以外 - - 第一種中高層住居専用地域 (50％，100％)

図書館佐須分館
市の他施設の敷地
(佐須児童館・学童クラブ)

- - - 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

図書館資料保存庫 全て借地 1,067.00 - -
第一種中高層住居専用地域 (60％，150％)
第一種低層住居専用地域 (50％，100％)

4,102.08 2,234.72 54.5%合　　　　計

【図表 3-Ⅱ-244】 土地の状況に関する情報 
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2） 近隣自治体との施設量の比較 

図書館施設の設置数及び施設規模を多摩 26市と比較すると，調布市においては可

住地面積 1 ㎢当たり図書館数が多く，一方で 1 施設当たり延床面積は平均を下回る

ため，やや小規模な施設が身近に配置されていると言えます。 
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施設名称 建物名称
施設専有

延床面積（㎡）
建物全体

延床面積（㎡）
保有形態 施設形態 構造

地上
階数

地下
階数

中央図書館 文化会館たづくり 4,366.60 30,083.78 市保有 複合施設 SRC 13 2

図書館国領分館 第五保育園・図書館国領分館 324.30 855.30 市保有 複合施設 RC 2 0

図書館調和分館 調和小学校（北校舎）・図書館調和分館 379.00 3,177.00 市保有 複合施設 RC 3 1

図書館深大寺分館 図書館深大寺分館 555.79 555.79 市保有 単独施設 RC 1 0

図書館神代分館
神代保育園・図書館神代分館（保育園・
分館）

363.62 904.08 市保有 複合施設 RC 2 0

図書館宮の下分館 宮の下保育園・図書館宮の下分館 341.97 933.08 市保有 複合施設 RC 2 0

図書館緑ヶ丘分館 図書館緑ヶ丘分館 288.00 288.00 市保有 単独施設 S 1 0

図書館富士見分館 富士見保育園・図書館富士見分館 333.91 950.63 市保有 複合施設 RC 2 0

図書館若葉分館 図書館若葉分館 515.52 515.52 市保有 単独施設 RC 2 0

図書館染地分館 染地地域福祉センター・図書館染地分館 298.00 805.76 その他 複合施設 - 1 0

図書館佐須分館
佐須児童館・学童クラブ・佐須ふれあいの
家・図書館佐須分館

628.43 1,345.21 市保有 複合施設 RC 2 0

図書館資料保存庫 図書館資料保存庫 485.26 485.26 市保有 単独施設 S 1 0

8,880.40 40,899.41合　　　　　　計
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【図表 3-Ⅱ-245】 施設量及び施設形態に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-246】 

多摩 26 市間の比較 

出典： 

・公共施設 

「公共施設状況調経年比較表」 総務省 

平成 24 年度データ 

・市域面積 

 「全国都道府県市区町村別面積調」 国土地理院 

可住地面積は市域面積から 

森林，原野，湖沼面積を差し引いたもの。 

可住地面積 1㎢当たり図書館数 

図書館 1 施設当たり延床面積 
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3） 建物性能 

図書館全体の延床面積の 38.3%が建設後

30 年以上経過，25.3%が建設後 40 年以上経

過している状況です。 

旧耐震基準の建物の延床面積は，全体の

25.3%を占めていますが，いずれの建物も

耐震診断の結果，耐震改修を実施済みです。 

バリアフリーについては，中央図書館は調布市バリアフリー特定事業計画に基づ

いて対応しています。保育園と複合化している分館 4 館は建物の 2 階に位置してお

り，単独館で 2 階建ての若葉分館を含めて 5 施設が施設の利用に階段の使用を要す

る状況になっています。深大寺分館，佐須分館，調和分館については，概ねバリア

フリー対応しています。 

(保有施設のみ）

建設
年度

経過
年数

耐震基準
玄関

駐車
場

通路 階段 EV WC 標示

中央図書館 文化会館たづくり H6 20 新耐震 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

図書館国領分館 第五保育園・図書館国領分館 S43 46 旧耐震 × × × ○ × × ×

図書館調和分館 調和小学校（北校舎）・図書館調和分館 H14 12 新耐震 ○ ○ ○ △ - ○ ○

図書館深大寺分館 図書館深大寺分館 H22 4 新耐震 ○ ○ ○ - - ○ ○

図書館神代分館
神代保育園・図書館神代分館（保育園・
分館）

S46 43 旧耐震 × × × × × × ×

図書館宮の下分館 宮の下保育園・図書館宮の下分館 S46 43 旧耐震 × × × × × × ×

図書館緑ヶ丘分館 図書館緑ヶ丘分館 S48 41 旧耐震 × - × - - × ○

図書館富士見分館 富士見保育園・図書館富士見分館 S48 41 旧耐震 × - × × × × ×

図書館若葉分館 図書館若葉分館 S49 40 旧耐震 × - × ○ × × ○

図書館染地分館 染地地域福祉センター・図書館染地分館 - - 保有施設以外 △ × × - - ○ ×

図書館佐須分館
佐須児童館・学童クラブ・佐須ふれあいの
家・図書館佐須分館

S57 32 新耐震 ○ × △ ○ ○ ○ ○

図書館資料保存庫 図書館資料保存庫 S59 30 新耐震 - - - - - - -

(○＝対応済，△＝一部対応，×＝未対応，- ＝該当なし）

建設時期 バリアフリー対応の状況

施設名称 建物名称

10年未満
6.5% 10年以上

20年未満
4.4%

20年以上
30年未満

50.9%

30年以上
40年未満

13.0%

40年以上
25.3%

図書館

8,582㎡

324 
706 622 

516 
628 

485 
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379 556 
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【図表 3-Ⅱ-249】 建物性能に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-247】 建設後経過年数の割合 

新耐震 6,415 ㎡（74.7%） 旧耐震 2,167 ㎡（25.3%） 

【図表 3-Ⅱ-248】 建設年度別延床面積 （市有施設の集計）

中央図書館

（市有施設の集計） 
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（4）施設利用の状況 

各分館の年間貸出数は【図表 3-Ⅱ-250】のとおりです。全施設の平成 23 年度～平

成 25年度の平均貸出数は，約 16 万 9,000 件/年です。 

分館全体の年間貸出数は中央図書館のおよそ 1.5 倍となっています。 

（5）管理運営状況 

1） 管理運営の概要 

図書館の管理運営は，全て市の直営です。 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

国領分館 調和分館 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 緑ヶ丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館

H23 194,230 232,832 164,329 176,473 147,229 142,117 106,886 147,158 187,776 150,997
H24 207,901 243,717 180,539 175,589 153,273 149,881 108,339 159,333 187,128 162,883
H25 211,197 236,091 182,539 175,023 152,755 142,700 99,780 156,484 176,925 149,207

（件/年）

【図表 3-Ⅱ-250】 各分館の年間貸出数の比較 

1,157,596 

1,687,104 

0

400,000

800,000

1,200,000

1,600,000

2,000,000

中央

図書館
分館全体

H23 1,140,908 1,650,027
H24 1,180,479 1,728,583
H25 1,151,400 1,682,701

（件/年）

1,157,596

1,687,104

【図表 3-Ⅱ-251】 中央図書館と分館全体の年間貸出数の比較 
（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 
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2） 施設の維持における年間コスト 

図書館全体における年間の管理運営費（維持管理費＋事業運営費）は，平成 23年

度～平成 25 年度の平均で約 13 億円であり，そのうちの 74.8%（約 9 億 7,300 万円）

を人件費，17.6%（約 2億 2,900 万円）をその他事業運営費（図書の購入等の費用の

一部）が占めています。 

施設整備相当額を含むフルコストは，年間約 13億 6,000 万円となります。 

中央図書館，分館全体における管理運営費の割合はおよそ 3：1です※。 

中央

図書館
74.7%

分館全体
25.2%

図書館資料

保存庫
0.01%

図書館

1,301百万円/年

修繕費
0.1%

建物管理

委託費

6.3%
土地・建物

賃借料
0.0%
その他

維持管理費

0.0%

人件費

74.8%

光熱水費

1.1%

事業運営

委託料
0.0%

その他

事業運営費
17.6%

事務所施設

4,942百万円/年

図書館

1,301百万円/年

単位：千円/年

施設名称 運営形態
維持管理
費（a）

事業運営
費（ｂ）

管理運営
費（c）
=a＋ｂ

施設整備
相当額/年
（d）

フルコスト
（e）
＝c＋d

事業収入
（f）

純コスト
（ｇ）
=c－f

中央図書館 直営 81,982 890,159 972,140 29,111 1,001,251 0 972,140

図書館国領分館 直営 119 34,436 34,555 2,162 36,717 0 34,555

図書館調和分館 直営 0 34,430 34,430 2,527 36,957 0 34,430

図書館深大寺分館 直営 13 31,805 31,817 3,705 35,522 0 31,817

図書館神代分館 直営 198 34,441 34,639 2,424 37,063 0 34,639

図書館宮の下分館 直営 165 31,812 31,977 2,280 34,257 0 31,977

図書館緑ヶ丘分館 直営 40 31,806 31,846 1,920 33,766 0 31,846

図書館富士見分館 直営 567 29,206 29,773 2,226 31,999 0 29,773

図書館若葉分館 直営 237 34,442 34,679 3,437 38,116 0 34,679

図書館染地分館 直営 13 32,772 32,785 0 32,785 0 32,785

図書館佐須分館 直営 29 31,805 31,834 4,190 36,024 0 31,834

図書館資料保存庫 直営 183 9 192 3,235 3,427 0 192

83,545 1,217,124 1,300,669 57,216 1,357,885 0 1,300,669合　　計

【図表 3-Ⅱ-252】 年間の管理運営費の内訳 （平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

【図表 3-Ⅱ-253】 施設の維持における年間コストの一覧 
（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

費目別 館種別 

※図書の購入等の費用の一部については，中央図書館に一括計上しています。

維持管理費 

事業運営費 
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3） 単位当たりコスト 

図書館の年間の管理運営費を 1 ㎡当たりに換算すると，中央図書館では維持管理

費が約 1万 8,800 円/㎡，事業運営費が約 20万 4,000 円/㎡，合わせて約 22万 3,000

円/㎡となります。分館全体を平均すると維持管理費が 343 円/㎡，事業運営費が約 8

万 1,200 円/㎡，合わせて約 8万 1,500 円/㎡となっています。 

（6）今後見込まれる改修・更新費の試算 

図書館の改修・更新（建替え）にお

ける将来経費を【図表 3-Ⅰ-24】（35 ペ

ージ）の計算方法で形式的に試算した

場合，平成 27 年度以降，今後 20 年間

で約20億 700万円の改修費及び約8億

6,700 万円の更新費の発生が見込まれ

ます。 

改修・更新費が集中するのは最初の

10 年間と 31～40 年目の期間になりま

す。 

1㎡当たり
維持管理費
（円/㎡・年）

1㎡当たり
事業運営費
（円/㎡・年）

1㎡当たり
管理運営費
（円/㎡・年）

市民1人当たり
フルコスト
（円/人・年）

市民1人当たり
純コスト
（円/人・年）

貸出1件当たり
純コスト
（円/人・年）

18,775 203,856 222,631 4,464 4,334 840

343 81,160 81,503 1,575 1,464 195

図書館国領分館 366 106,187 106,553 164 154 169

図書館調和分館 46 50,611 50,657 161 142 206

図書館深大寺分館 0 90,846 90,846 165 154 145

図書館神代分館 23 57,224 57,247 158 142 181

図書館宮の下分館 545 94,716 95,261 165 154 197

図書館緑ヶ丘分館 482 93,026 93,509 153 143 212

図書館富士見分館 139 110,437 110,576 151 142 220

図書館若葉分館 1,699 87,467 89,166 143 133 284

図書館染地分館 460 66,811 67,271 170 155 225

図書館佐須分館 44 109,973 110,017 146 146 178

376 19 395 15 1 -

中央図書館

分館全体

図書館資料保存庫

施設名称

金額の単位：百万円

発生額 割合

1～10年目 1,912 0 1,912 31.2%

11～20年目 95 867 962 15.7%

21～30年目 139 445 584 9.5%

31～40年目 0 1,747 1,747 28.5%

41～50年目 81 152 233 3.8%

51～60年目 461 222 683 11.2%

総計 2,687 3,433 6,120 100.0%

改修費 更新費
合　　計

【図表 3-Ⅱ-254】 単位当たりコストの一覧 

（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

【図表 3-Ⅱ-255】 改修・更新経費の試算 
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（7）図書館における課題認識 

1） 施設の性能・機能の視点からの課題 

建物・設備の大規模改修又は更新に当たっては，事業の運営に支障が生じないよ

う，計画的な保守・保全が必要となります。 

2） 施設の配置の視点からの課題 

他の施設と複合している施設が多いため，相互のメンテナンス上の調整はもとよ

り，改修や建替えの実施については，複合している施設の動向等も踏まえながら，

検討を進める必要があります。 
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11.社会教育施設 11-4.ユーフォープレイルーム

11-4.ユーフォープレイルーム 

（1）施設の概要 

ユーフォープレイルームは，児童の放課後

の安全で安心な遊び場等を提供し，健全育成

を図ることを目的として，小学校の施設の一

部を使用して，放課後子ども教室事業「ユー

フォー」を実施する施設です。対象児童は各

学校に在籍する全児童であり，専用の部屋の

ほか，学校の状況に応じて校庭や体育館も利

用しています。 

平成24年度に小学校全20施設への設置が

完了しました。 

【図表 3-Ⅱ-256】 施設配置図 

（各小学校の施設の一部に設置） 

活動状況写真
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11.社会教育施設 11-4.ユーフォープレイルーム

（2）土地の状況 

20 施設のうち，第二小及び国領小ユーフォーの 2 施設は学童クラブの敷地に立地

しており，その他の 18施設は小学校の敷地に立地しています。 

（3）施設・建物の状況 

1） 施設量及び施設形態 

ユーフォープレイルームの多くは小学校の施設の一部を利用して設置しています

が，第三小，八雲台小，深大寺小の施設については，小学校の建物とは別の建物（以

下「専用建物」）を使用しています（【図表 3-Ⅱ-258】は，これに該当する建物のみ

掲載。別途小学校の建物の情報については，134～136 ページを参照）。 

【図表 3-Ⅱ-257】 施設配置等に関する情報 

施設名称 町丁目
広域的地域
（4区分）

基礎的地域
（10区分）

生活地区
（20区分）

開館時間（通常） 定期休館日(通常）

ユーフォープレイルーム
（第一小）

小島町1丁目 南部地域 第６ 第一小
平日・土曜
13：30～17：00

日曜・祝日・年末年始

ユーフォープレイルーム
（第二小）

国領町4丁目 南部地域 第７ 第二小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（第三小）

上石原2丁目 西部地域 第９ 第三小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日及び
学校休業日・年末年始

ユーフォープレイルーム
（八雲台小）

八雲台1丁目 南部地域 第６ 八雲台小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（富士見台小）

小島町3丁目 南部地域 第８ 富士見台小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（滝坂小）

東つつじケ丘1丁目 東部地域 第３ 滝坂小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（深大寺小）

深大寺元町5丁目 北部地域 第４ 深大寺小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日及び
学校休業日・年末年始

ユーフォープレイルーム
（上ノ原小）

柴崎2丁目 北部地域 第３ 上ノ原小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（石原小）

富士見町1丁目 西部地域 第１０ 石原小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（若葉小）

若葉町3丁目 東部地域 第２ 若葉小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（緑ヶ丘小）

緑ケ丘2丁目 東部地域 第１ 緑ヶ丘小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（染地小）

染地3丁目 南部地域 第７ 染地小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（北ノ台小）

深大寺北町2丁目 北部地域 第５ 北ノ台小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（多摩川小）

多摩川3丁目 南部地域 第８ 多摩川小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（杉森小）

染地2丁目 南部地域 第７ 杉森小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（飛田給小）

飛田給3丁目 西部地域 第９ 飛田給小

平日
13：30～17：00
土曜
9：00～12：30

日曜・祝日・年末年始

ユーフォープレイルーム
（柏野小）

深大寺南町1丁目 北部地域 第４ 柏野小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（国領小）

国領町8丁目 南部地域 第７ 国領小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（布田小）

染地1丁目 南部地域 第８ 布田小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始

ユーフォープレイルーム
（調和小）

西つつじケ丘4丁目 東部地域 第２ 調和小
平日
13：30～17：00

土曜・日曜・祝日
年末年始
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ユーフォープレイルームはすべて複合施設となっており，小学校，学童クラブ，

ふれあい給食室と複合しています。 

2） 建物性能 

第三小，八雲台小，深大寺小のユーフォ

ープレイルームについては，全て建設後経

過年数が 10 年以下の建物であり，新耐震

基準を満たしています。 

10年未満
71.3%

10年以上
20年未満

28.7%

20年以上
30年未満

0.0%

30年以上
40年未満

0.0% 40年以上
0.0%

ユーフォ―

プレイルーム

199㎡

(保有施設のみ）

建設
年度

経過
年数

耐震基準
玄関

駐車
場

通路 階段 EV WC 標示

ユーフォープレイルーム
（第三小）

ユーフォープレイルーム（第三小）・学童ク
ラブ

H16 10 新耐震 - - - - - - -

ユーフォープレイルーム
（八雲台小）

ユーフォープレイルーム（八雲台小） H20 6 新耐震 - - - - - - -

ユーフォープレイルーム
（深大寺小）

ユーフォープレイルーム（深大寺小）・学童
クラブ

H19 7 新耐震 - - - - - - -

(○＝対応済，△＝一部対応，×＝未対応，- ＝該当なし）

建設時期 バリアフリー対応の状況

施設名称 建物名称

施設名称 建物名称
施設専有

延床面積（㎡）
建物全体

延床面積（㎡）
保有形態 施設形態 構造

地上
階数

地下
階数

ユーフォープレイルーム
（第三小）

ユーフォープレイルーム（第三小）・学童ク
ラブ

57.00 181.44 市保有 複合施設 LGS 2 0

ユーフォープレイルーム
（八雲台小）

ユーフォープレイルーム（八雲台小） 65.60 116.64 市保有 単独施設 LGS 1 0

ユーフォープレイルーム
（深大寺小）

ユーフォープレイルーム（深大寺小）・学童
クラブ

76.20 286.74 市保有 複合施設 LGS 2 0

198.80 584.82合　　　　　　計

57 
76 

66 

0
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200
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（㎡）

（年度）

【図表 3-Ⅱ-258】 施設量及び施設形態に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-261】 建物性能に関する情報 

新耐震 199 ㎡（100.0%） 旧耐震 0 ㎡（0.0%） 

【図表 3-Ⅱ-260】 建設年度別延床面積 （市有施設の集計）

【図表 3-Ⅱ-259】 建設後経過年数の割合
（市有施設の集計） 
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（4）施設利用の状況 

1) 登録率 

ユーフォープレイルームは登録制の施設であり，登録率は，全施設の平成 23 年度

～平成 25 年度の平均で 63.5%です。80％を超える学校がある一方で，50％前後の学

校もあるなど，学校によって登録率には違いが見られます。 

2) 延参加人数 

1 施設当たりの延参加人数は，平成 23 年度～平成 25 年度の平均で約 4,840 人/年

です。 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

第一 第二 第三
八雲

台

富士

見台
滝坂

深大

寺
上ノ原 石原 若葉

緑ヶ

丘
染地 北ノ台

多摩

川
杉森

飛田

給
柏野 国領 布田 調和

H23 10,176 4,719 5,487 4,556 － － 5,088 5,031 3,693 4,350 4,292 4,400 4,609 3,366 1,483 6,706 2,336 4,463 5,888 －

H24 8,373 4,118 6,604 4,835 1,062 5,171 5,130 4,950 4,281 4,092 3,450 4,803 3,725 3,642 6,504 6,887 7,212 4,239 5,500 601
H25 8,556 3,498 6,642 5,309 2,982 8,344 6,393 4,863 3,944 4,367 2,175 5,365 4,474 3,553 4,485 7,242 6,105 4,967 5,343 4,537

（人/年）

0.0 %

20.0 %

40.0 %

60.0 %

80.0 %

100.0 %

第一 第二 第三
八雲

台

富士

見台
滝坂

深大

寺
上ノ原 石原 若葉

緑ヶ

丘
染地 北ノ台

多摩

川
杉森

飛田

給
柏野 国領 布田 調和

H23 79.1 85.0 57.0 61.6 － － 81.2 53.2 51.4 75.1 63.9 79.0 65.6 59.6 59.3 85.4 60.7 64.2 82.5 －

H24 78.1 81.0 53.5 58.2 43.7 85.8 82.9 54.7 56.1 72.1 61.4 81.1 64.9 61.3 75.5 84.7 65.4 58.3 77.3 56.0
H25 76.2 78.0 54.6 55.1 52.7 82.6 87.4 48.9 54.4 72.8 57.0 84.9 62.1 56.1 60.5 83.2 62.8 56.7 79.2 75.7

10,176 

【図表 3-Ⅱ-262】 登録率の各校比較 

【図表 3-Ⅱ-263】 延参加人数の各校比較 
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11.社会教育施設 11-4.ユーフォープレイルーム

（5）管理運営状況 

1） 管理運営の概要 

ユーフォープレイルームの施設管理は市の直営です※。 

2） 施設の維持における年間コスト 

ユーフォープレイルーム全体におけ

る年間の管理運営費（維持管理費＋事

業運営費）は，平成 23 年度～平成 25

年度の平均で約3億7,000万円であり，

そのうちの 97.6%（約 3億 6,200 万円）

を人件費が占めています。 

施設整備相当額を含むフルコストは，

年間約 3億 7,200 万円となります。 

管理運営費から補助金を差し引いた

純コストは年間約3億3,600万円です。 

修繕費

0.0%

建物管理

委託費

0.1%

土地・建物

賃借料

0.0%
その他

維持管理費

0.0%

人件費
97.6%

光熱水費

0.0%

事業運営

委託料

0.5%

その他

事業運営費

1.7%

事務所施設

4,942百万円/年

ユーフォ―

プレイルーム

370百万円/年

単位：千円/年

施設名称 運営形態
維持管理
費（a）

事業運営
費（ｂ）

管理運営
費（c）
=a＋ｂ

施設整備
相当額/年
（d）

フルコスト
（e）
＝c＋d

事業収入
（f）

純コスト
（ｇ）
=c－f

ユーフォープレイルーム（第一小） 直営 21 24,584 24,605 0 24,605 1,703 22,902

ユーフォープレイルーム（第二小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（第三小） 直営 21 17,084 17,105 380 17,485 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（八雲台小） 直営 21 22,084 22,105 437 22,543 1,703 20,402

ユーフォープレイルーム（富士見台小） 直営 21 20,418 20,439 0 20,439 1,703 18,735

ユーフォープレイルーム（滝坂小） 直営 21 20,418 20,439 0 20,439 1,703 18,735

ユーフォープレイルーム（深大寺小） 直営 21 17,084 17,105 508 17,613 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（上ノ原小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（石原小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（若葉小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（緑ヶ丘小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（染地小） 直営 21 22,084 22,105 0 22,105 1,703 20,402

ユーフォープレイルーム（北ノ台小） 直営 21 17,918 17,939 0 17,939 1,703 16,235

ユーフォープレイルーム（多摩川小） 直営 21 20,418 20,439 0 20,439 1,703 18,735

ユーフォープレイルーム（杉森小） 直営 21 16,668 16,689 0 16,689 1,703 14,985

ユーフォープレイルーム（飛田給小） 直営 21 19,584 19,605 0 19,605 1,703 17,902

ユーフォープレイルーム（柏野小） 直営 21 16,668 16,689 0 16,689 1,703 14,985

ユーフォープレイルーム（国領小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（布田小） 直営 21 17,084 17,105 0 17,105 1,703 15,402

ユーフォープレイルーム（調和小） 直営 21 15,418 15,439 0 15,439 1,703 13,735

414 370,023 370,437 1,325 371,763 34,067 336,370合　　　　計

【図表 3-Ⅱ-264】 年間の管理運営費の内訳 

（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

【図表 3-Ⅱ-265】 施設の維持における年間コストの一覧 

（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

※平成 27年度から学童クラブと連携した事業を実施するため，すべての施設について事業者に業務委託して

います。 

維持管理費 

事業運営費 



第3章 –Ⅱ. 施設分類（中分類）別の状況及び課題認識 

185 

11.社会教育施設 11-4.ユーフォープレイルーム

3） 単位当たりコスト 

ユーフォープレイルーム全体の年間の純コストを市民 1 人当たりが負担する額に

換算すると，約 1,500 円/人・年，1施設当たり平均 75円/人・年になります。 

（6）今後見込まれる改修・更新費の試算 

第三小，八雲台小，深大寺小のユー

フォープレイルームの改修・更新（建

替え）における将来経費を【図表 3-Ⅰ

-24】（35 ページ）の計算方法で形式的

に試算した場合，平成 27年度以降，今

後20年間で約1,400万円の改修費の発

生が見込まれます。 

（7）ユーフォープレイルームにおける課題認識 

1） 施設の性能・機能の視点からの課題 

参加児童数には増加の傾向が見られ，また，学童クラブとの併設により，両事業

での連携したイベント企画など児童の交流が図りやすくなることを考えると，今後

も引き続き，教室の有効活用等を行いながら，事業の推進によって児童の健全な育

成に寄与することが求められます。 

金額の単位：百万円

発生額 割合

1～10年目 0 0 0 0.0%

11～20年目 14 0 14 11.0%

21～30年目 35 0 35 27.4%

31～40年目 0 0 0 0.0%

41～50年目 0 23 23 17.6%

51～60年目 0 57 57 43.9%

総計 50 80 129 100.0%

改修費 更新費
合　　計

【図表 3-Ⅱ-266】 改修・更新経費の試算 
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11.社会教育施設 11-5.その他の社会教育施設

11-5.その他の社会教育施設 

（1）施設の概要 

 青少年交流館は，青少年が気軽に立ち寄り

自由に活動できる場として，旧制小学校時代

の教育者から土地の寄贈を受けて市が設置

しています。多目的室，集会室，パソコンコ

ーナーを無料で利用できる環境を整えてお

り，一般の団体も利用できます。 

 八ヶ岳少年自然の家は，山梨県八ヶ岳山麓

の自然の中にあり，林間学園寮を前身として，

国が定める少年自然の家の基準に準じて開

設しました。客間 32 部屋と浴場，食堂，体

育館からなり，少年団体の集団宿泊生活によ

る教育の場として利用できるほか，年間を通

じて一般利用も可能な休暇村としての機能

を持っています。  

 多摩川自然情報館は，多摩川沿いに立地し

た環境学習施設です。子どもから大人を対象

に，主に多摩川を活かした多様な環境学習プ

ログラム等を提供しています。 

青少年交流館

八ヶ岳少年自然の家

多摩川自然情報館
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11.社会教育施設 11-5.その他の社会教育施設

（2）土地の状況 

青少年交流館及び多摩川自然情報館の敷地は全て市有地です。 

八ヶ岳少年自然の家の敷地は山梨県の恩賜県有財産であり，平成 56 年度まで借用

契約を締結しています。 

施設名称 敷地の保有形態
敷地

面積（㎡）
市有地
面積（㎡）

市有地の
割合（％）

【参考】主な用途地域
（　）内は建ぺい率，容積率

青少年交流館 全て市有地 277.38 277.38 100.0% 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

八ヶ岳少年自然の家 全て借地 20,719.00 - - 市外

多摩川自然情報館 全て市有地 1,325.15 1,325.15 100.0% 第一種低層住居専用地域 (40％，80％)

22,321.53 1,602.53 7.2%合　　　　計

施設名称 町丁目
広域的地域
（4区分）

基礎的地域
（10区分）

生活地区
（20区分）

開館時間（通常） 定期休館日(通常）

青少年交流館 飛田給1丁目 西部地域 第１０ 飛田給小
平日・土曜・日曜・祝日
10：00～22：00

年末年始

八ヶ岳少年自然の家 （市外） (市外） （市外） (市外） 24時間
8月を除く毎月第2火曜及
びその翌日・年末年始

多摩川自然情報館 染地3丁目 南部地域 第７ 杉森小
平日・土曜・日曜・祝日
9：00～17：00

年末年始

【図表 3-Ⅱ-267】 施設配置図 

【図表 3-Ⅱ-268】 施設配置等に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-269】 土地の状況に関する情報 
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11.社会教育施設 11-5.その他の社会教育施設

（3）施設・建物の状況 

1） 施設量及び施設形態 

建物は全て市が保有しています。多摩川自然情報館については，染地ふれあいの

家及び障害福祉サービス施設との複合施設です。 

2） 建物性能 

その他の社会教育施設のうち，八ヶ岳少

年自然の家は建設後 30 年以上が経過して

います。 

全ての建物が新耐震基準を満たしてい

ます。 

それぞれの施設については，駐車場を除き概ねバリアフリーに対応しています。 

10年未満
0.0%

10年以上
20年未満

5.5%
20年以上
30年未満

6.5%

30年以上
40年未満

87.9%

40年以上
0.0%

その他の

社会教育施設

3,863㎡

(保有施設のみ）

建設
年度

経過
年数

耐震基準
玄関

駐車
場

通路 階段 EV WC 標示

青少年交流館 青少年交流館 H14 12 新耐震 ○ × ○ ○ - ○ ○

八ヶ岳少年自然の家 八ヶ岳少年自然の家（宿泊施設） S58 31 新耐震 ○ × ○ △ - ○ △

八ヶ岳少年自然の家（体育館） S58 31 新耐震 ○ × ○ - - - △

多摩川自然情報館
多摩川自然情報館・染地ふれあいの家・
障害福祉サービス施設

H5 21 新耐震 ○ - ○ ○ ○ ○ △

(○＝対応済，△＝一部対応，×＝未対応，- ＝該当なし）

建設時期 バリアフリー対応の状況

施設名称 建物名称

施設名称 建物名称
施設専有

延床面積（㎡）
建物全体

延床面積（㎡）
保有形態 施設形態 構造

地上
階数

地下
階数

青少年交流館 青少年交流館 213.58 213.58 市保有 単独施設 RC 2 0

八ヶ岳少年自然の家 八ヶ岳少年自然の家（宿泊施設） 2,756.60 2,756.60 市保有 単独施設 RC 3 1

八ヶ岳少年自然の家（体育館） 640.17 640.17 市保有 単独施設 RC 1 0

多摩川自然情報館
多摩川自然情報館・染地ふれあいの家・
障害福祉サービス施設

252.98 625.08 市保有 複合施設 RC 2 0

3,863.33 4,235.43合　　　　　　計

3,397 

253 214 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

S30 S32 S34 S36 S38 S40 S42 S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27

（㎡）

（年度）

【図表 3-Ⅱ-270】 施設量及び施設形態に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-273】 建物性能に関する情報 

【図表 3-Ⅱ-272】 建設年度別延床面積 （市有施設の集計）

【図表 3-Ⅱ-271】 建設後経過年数の割合 

新耐震 3,863 ㎡（100.0%） 旧耐震 0 ㎡（0.0%） 

青少年交流館

八ヶ岳少年自然の家
多摩川自然情報館

（市有施設の集計） 
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11.社会教育施設 11-5.その他の社会教育施設

（4）施設利用の状況 

青少年交流館の年間来館者数は平成 23年度～平成 25年度の平均で約 1万 100人/

年となっています。 

八ヶ岳少年自然の家の年間来館者数は同年度間の平均で約1万 3,500人/年となっ

ています。 

多摩川自然情報館の年間来館者数は同年度間の平均で約9,110人/年となっていま

す。 

（5）管理運営状況 

1） 管理運営の概要 

青少年交流館は管理・運営を業務委託しています。 

八ヶ岳少年自然の家は民間企業が指定管理者となり，管理・運営を行っています。 

多摩川自然情報館は展示等業務を民間事業者に業務委託しており，学習施設の利

用受付などの管理業務については，NPO 法人に業務委託しています。 

2） 施設の維持における年間コスト 

その他の社会教育施設全体における

年間の管理運営費は，平成 23年度～平

成25年度の平均で約8,660万円であり，

そのうちの 26.9%（約 2,330 万円）を

人件費，24.9%（約 2,160 万円）をその

他事業運営費，23.3%（約 2,020 万円）

を事業運営委託料が占めています。 

施設整備相当額を含むフルコストは，

年間約 1億 1,200 万円となります。 

管理運営費から使用料等を差し引い

た純コストは，年間約 2,160 万円です。 

9,172 9,129 9,024 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H23 H24 H25

（人/年）

（年度）

多摩川自然情報館

13,276 13,402 13,750 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H23 H24 H25

（人/年）

（年度）

八ヶ岳少年自然の家

10,477 11,518 
8,300 

0

2,400

4,800

7,200

9,600

12,000

H23 H24 H25

（人/年）

（年度）

青少年交流館

修繕費
4.2%

建物管理

委託費
6.3%

土地・建物

賃借料
1.1%

その他

維持管理費

0.0%

人件費
26.9%

光熱水費
13.3%

事業運営

委託料
23.3%

その他

事業運営費
24.9%

老人福祉施設

1,267百万円/年

その他の

社会教育施設

87百万円/年

【図表 3-Ⅱ-274】 年間来館者数の推移 

【図表 3-Ⅱ-275】 年間の管理運営費の内訳 

（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

H23～H25 年度平均
13,476 人/年

H23～H25 年度平均
10,098 人/年

H23～H25 年度平均
9,108 人/年

維持管理費 

事業運営費 
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11.社会教育施設 11-5.その他の社会教育施設

3） 単位当たりコスト 

利用者 1 人当たりにおける純コストは，平成 23 年度～平成 25 年度の平均で，青

少年交流館が年間約 1,170 円/人，八ヶ岳少年自然の家が年間 146 円/人，多摩川自

然情報館が年間 865円/人となっています。 

（6）今後見込まれる改修・更新費の試算 

その他の社会教育施設の改修・更新

（建替え）における将来経費を【図表

3-Ⅰ-24】（35 ページ）の計算方法で形

式的に試算した場合，平成 27年度以降，

今後20年間で約9億6,600万円の改修

費の発生が見込まれます。更新費が集

中するのは，21～30 年目の期間になり

ます。 

（7）その他の社会教育施設における課題認識 

1） 施設の性能・機能の視点からの課題 

八ヶ岳少年自然の家について，今後も計画的な保全が必要となります。

施設名称
1㎡当たり
維持管理費
（円/㎡・年）

1㎡当たり
事業運営費
（円/㎡・年）

1㎡当たり
管理運営費
（円/㎡・年）

市民1人当たり
フルコスト
（円/人・年）

市民1人当たり
純コスト
（円/人・年）

利用者1人
当たり純コスト
（円/人・年）

青少年交流館 2,872 52,954 55,826 60 53 1,166

八ヶ岳少年自然の家 2,333 15,901 18,234 377 9 146

多摩川自然情報館 5,985 44,454 50,439 64 35 865

単位：千円/年

施設名称 運営形態
維持管理
費（a）

事業運営
費（ｂ）

管理運営
費（c）
=a＋ｂ

施設整備
相当額/年
（d）

フルコスト
（e）
＝c＋d

事業収入
（f）

純コスト
（ｇ）
=c－f

青少年交流館 委託 613 11,310 11,923 1,424 13,347 146 11,778

八ヶ岳少年自然の家 指定管理者 7,926 54,012 61,938 22,645 84,583 59,974 1,964

多摩川自然情報館 委託 1,514 11,246 12,760 1,687 14,447 4,878 7,882

10,053 76,568 86,621 25,756 112,377 64,998 21,623合　　　　計

金額の単位：百万円

発生額 割合

1～10年目 912 0 912 36.3%

11～20年目 53 0 53 2.1%

21～30年目 0 1,359 1,359 54.1%

31～40年目 0 101 101 4.0%

41～50年目 0 85 85 3.4%

51～60年目 0 0 0 0.0%

総計 966 1,545 2,511 100.0%

改修費 更新費
合　　計

【図表 3-Ⅱ-276】 施設の維持における年間コストの一覧 

（平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

【図表 3-Ⅱ-277】 単位当たりコストの一覧 （平成 23年度～平成 25 年度の平均） 

【図表 3-Ⅱ-278】 改修・更新経費の試算 


